
主要事業の決定（議会提案）状況
（一般会計） ●・・・新規事業

千円 千円

報酬審議会の答申に準じて報酬を減額等

特になし

実施

実施

特になし

特になし

　小中学校において学習障害（ＬＤ）や注意欠陥多動性障

害（ＡＤＨＤ）、肢体不自由等の特別な支援を必要とする

児童生徒に対し臨時雇職員を配置し、学習・生活支援を行

い自立を支援する。

・臨時雇職員　7名

学校適応指導教室事業 3,663

　生涯学習センターと旧ポリテクセンター内に学校適応指

導教室「せいら」を開設し、学習や体験活動を通して不登

校児童生徒の学校復帰を支援する。

　教育相談の専門的な知識・経験を有するスクールカウン

セラーを小学校に配置し、不登校やいじめなど子どもや保

護者が抱える悩みについて、適切なカウンセリングを実施

する。

・負担割合　県1/3　市2/3

学力向上対策推進事業

特別支援児童生徒サポー
ト事業

6,830

スクールカウンセラー事
業

2,975

700

　小学校の児童を対象に知能テストや市独自の漢字検定、

中学１年生を対象とした新入生共通テストなどを実施し、

実態の把握・分析、指導方法の改善を行い、今後のきめ細

やかな指導の充実を図る。

事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要

教　育　費

決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

(議会提案)

実施
3,654

実施



事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要 決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

(議会提案)

千円 千円

　児童生徒の学力向上や豊かな心の育成を図るため、各学

校が学校や地域の実態に応じて事業を企画立案し、特色あ

る、魅力ある学校づくりを推進する。

実施
6,239

委託料の精査による減額

事業内容の精査による減額

特になし

旅費の精査による減額

実績等の精査による減額

特色ある学校創造事業

小・中学校耐震化事業 11,159

　平成１８年度に実施した耐震化優先度調査に基づき、耐
震診断を行う。
・小学校耐震化事業　8,098千円
・中学校耐震化事業　3,061千円
・補助率　国1/3以内
・対象校　伊万里小、大坪小、東山代小、
　　　　　南波多中

実施
121

実施
11,000

実施
2,480

実施

外国青年招致事業 6,243

　市内の小中学校へ外国語指導助手（ＡＬＴ）を派遣し、

英語教育や授業の補助を行い、子どもたちの外国語による

コミュニケーション能力や国際感覚を養う。

・小中学校ＡＬＴ　3名

フッ素洗口推進事業 129

　歯質の強化に有効とされているフッ素を、乳歯及び永久

歯が生える時期に応用するため、幼稚園、小学校において

フッ素による口内洗浄を実施する。

へき地校区高等学校生徒
通学費助成事業

1,800

　へき地校区から県内の高校へ通学する生徒について、保

護者の経済的負担を軽減するため、通学費の補助を行う。

・対象校区　波多津東小、滝野小、山代西小

・負担割合　県1/2　市1/2

2,500



事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要 決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

(議会提案)

千円 千円

実施
37,285

特になし

特になし

委託料の精査による減額小学校建設事業 37,857

　平成２１年度に行った耐震診断の結果、二里小学校（教

室棟）については改築の必要があることから、年次計画に

基づき校舎の基本設計及び地質調査を行う。

・基本設計業務委託料　13,810千円

・地質調査業務委託料　 2,762千円

・仮設教室借上料　　　21,285千円

実施

実施
小中学校遠距離児童生徒
通学費助成事業

21,273

　遠距離通学の児童生徒の通学手段を確保するため、ス

クールバスの運行や保護者の通学費に対する負担軽減を図

るための助成を行う。

・小学校遠距離児童通学費助成事業

　　　　　　　　　　　　　　　7,364千円

・中学校遠距離生徒通学費助成事業

　　　　　　　　　　　　　　 13,909千円

・スクールバス　　黒川小学校、青嶺中学校

・通学用タクシー　南波多小学校、東陵中学校

・通学費補助　　　小学校4km以上

　　　　　　　　　中学校6km以上

　特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者の負担を軽減
するため、就学費の助成を行う。
・小学校特別支援教育就学奨励費助成事業
　　　　　　　　　　　　　　　1,018千円
・中学校特別支援教育就学奨励費助成事業
　　　　　　　　　　　　　　　　706千円
・対象　給食費、修学旅行費、学用品費など
・負担割合　国1/2　市1/2

小中学校特別支援教育就
学奨励費助成事業

1,724



事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要 決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

(議会提案)

千円 千円

特になし

実施
41,059

実施

実績等の精査による減額

実施
1,769

実施
1,072

　安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を設け、地域
の人たちの参画を得て、子どもたちと共にさまざまな学習
やスポーツ・文化活動、地域住民との交流活動等の取組を
推進する。
・実施公民館
　伊万里、牧島、大坪、立花、大川内、
　黒川、山代の7公民館
・対　　象　主に小学生
・負担割合　県2/3　市1/3

放課後子ども教室推進事
業

1,080

青少年相談・補導活動事
業

1,772

　いじめ・不登校・非行など問題行動が増加するなかで、

子どもや家庭がかかえる悩み等を相談できる体制・環境を

確立し、問題の早期解決に努める。

カブトガニ保護事業
（カブトガニ展示館運営
費補助金）

2,000

　地域資源を活かしたまちづくりを推進するため、地元保
護団体が取り組む「カブトガニ展示館」の運営に対し補助
を行う。

41,597

　経済的な理由により就学困難な児童生徒の保護者に対
し、児童生徒が学校生活を円滑に送る事ができるように、
学用品費や給食費等の就学援助を行う。
・小学校要保護・準要保護児童就学援助事業
　　　　　　　　　　　　　 　21,840千円
・中学校要保護・準要保護生徒就学援助事業
　　　　　　　　　　　　　 　19,757千円
・補助率　国1/2（要保護のみ）

小中学校要保護・準要保
護児童生徒就学援助事業

印刷製本費の精査による減額

印刷製本費の精査による減額



事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要 決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

(議会提案)

千円 千円

実施

実施

実施
170

実施

実施

ウオーキング大会開催事
業

300

　誰もが気軽に参加できる「歩きたくなる街伊万里ウオー

ク」を開催し、市民の健康づくりを推進するとともに、全

国のウオーキングファンへ呼びかけることにより、伊万里

を広くＰＲする。　・委託料　300千円

スポーツ振興支援事業 3,688

　市民スポーツの振興を図るため、市体育協会等へ各種補
助を行う。
・市体育協会運営費補助金　　　　　2,251千円
・町民スポーツ振興補助金　　　　　  247千円
・市スポーツ災害共済会運営費補助金　 20千円
・市内一周駅伝競走大会出場費補助金　156千円
・県民体育大会出場費補助金　　 　 　878千円
・市スポーツ少年団本部運営費補助金　136千円

　生後３か月を迎えた赤ちゃんとその保護者に対して、３
か月児健診時に絵本を配布するとともに、ボランティアと

協働で読み聞かせを行う。

家読推進事業 186

　読書を通した家族のコミュニケーションを促進するた

め、家読推進講演会や出前講座等を開催し、家庭や地域、

学校が一体となった家読の推進、拡大を図る。

ブックスタート事業 349

伊万里塾推進事業 700

　地域の歴史、文化、風土、自然等の特性を活かした地域

づくりを推進するため、地域の特性や課題等を踏まえた生

涯学習を各種団体と連携しながら、各町公民館を拠点に独

自の講座等を開催する。

謝礼の精査による減額

特になし

特になし

特になし

特になし



事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要 決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

(議会提案)

千円 千円

特になし
学校給食センターＰＦＩ
事業

161,864

　ＰＦＩ手法により整備を行った新学校給食センターの建
設経費等を、平成１８年度から平成３３年度までの１６年
払いで支払う。
・維持管理業務費　　　15,187千円
・運営業務費　　　　　67,676千円
・施設整備費　　　　　79,001千円

実施

実施50,700

　国見台庭球場について、 平成２３年度から２ヵ年の継
続費を設定し、改修工事を行う。
・庭球場改修工事 　　126,000千円（2ヵ年分）
・平成23年度事業費
　工事費　　　　　    50,000千円
　事務費　　　　　　   　700千円

国見台体育施設改修事業 特になし


